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I.緒 言

現代の社会は,産業社会から脱工業社会へめ移行が

進んでいる。人間と運動の関係のあり方は,こうした

社会の変化によって異なるものである1)。 1973年の第

一次石油ショック以後,産業と仕事を優先させる,効

率主義的な生き方に疑いを抱き始め,勤勉を至上の徳

とし,生産物の増大を唯一の価値とするような文明に

飽き始めている人々が増え続けている2)。

つまり,産業社会の時代のように,仕事を中心に考

えていくのではなく,人間にとってふさわしい生き方

を求める時代になったのである。このようなことは,

現代における運動が,文化の一領域として,本来の人

間性の回復や発展に大きく貢献する可能性をもってい

るということであるといっても過言ではない。そのよ

うな意味から,勝利を収めることを具体的な目的とし

ているスポーツ集団においても,スポーツそのものの

価値やその捉え方について考えていくことは大変重要

なことである。

多くの人々が運動を生涯にわたって行うことは,そ

の個人ばかりでなく,社会にとって重要な意味をもつ

ものであるといえる。スポーツ集団での活動は,運動

を生涯にわたって行うことのひとつであると考えられ

る。このスポーツ集団に参加する人々は,自ら選んだ

運動の集団に主体的に参加し,より深く運動を追求す

ることに目標をおいている。つまり,そうした人々が

強制的ではなくより自発的な活動を行うことは,より

人間らしい行動をとっているということである。この

ようなスポーツ集団は,目標が集団として共通の存在

や,メンバーシップの存在などといったさまざまな条

件を備えた集団である。そのため,活動をより豊かに

-

していくためには,集団のもつさまざまな条件をコン

トロールしていくことが必要である。

そこで,本研究では,スポーツ集団という組織がも

つさまざまな要因(組織要因)をコントロールし,組

織としての成果(組織成果)を高めるために,組織の

機能的特性に着目するものである。このことにより,

より豊かで人間らしい行動をとり,運動を生涯にわ

たって継続していく姿勢を生み出すためには,大変意

義あることと考える。

本研究では,競技的スポーツ集団のより高い組織成

果を得るために,その組織要因と構成員の意欲との関

係を組織行動の理論を援用して考察するものである。

具体的には,組織のもつさまざまな組織要因のなかか

ら,よりコントロール可能な組織要因を取りあげ,構

成員の意欲との関係を説明する研究手法3)を援用する

ものである。そして,目標による管理過程を手がかり

に,より高い組織成果を得る方策を導き,組織成果を

競技成績と構成員の満足度の二次元で捉えたものと,

構成員の遂行する行動から満足を得るまでのプロセス

で捉えたものとを取りあげた。そして,それらの妥当

性を問うことで,より高い組織成果の捉え方を模索し

ようとするものである。そして,組織要因と意欲,高

められた意欲と組織成果,戦略的要因としての目標に

よる管理過程という,一連の過程を説明する仮説的理

論モデルの構築を試みた。そして,構築した仮説的理

論モデルの検証を通じて,どのような組織要因が活動

意欲と強い影響関係にあるのか,また,どのような組

織要因によって高められた活動意欲が組織成果に影響

を及ぼすのかを明らかにする。さらに,それらの関係

を目標による管理過程を手がかりにし,より高い組織

成果を得るための方策を導き,究極的には,望ましい
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競技的スポーツ集団の運営の指針を得ることを目的と

するものである。

II.研究の方法

1)研究の手続き

①文献研究

文献研究においては,本研究の主旨に迫るために,

基本的な概念となるさまざまな事項について,諸文献

及び先行研究を通して本研究における仮説的理論モデ

ルの構築,及び仮説を設定した。

第1に,競技的スポーツ集団という組織の構成要素

を,組織論に基づき理論的分析を試みた。

第2に,競技的スポーツ集団の客観的な競技成績や

満足度という今までの研究の成果から一般化されてい

る捉え方を,検討し直すという視点から,結果や満足

に至るプロセスを問題にする諸文献と,組織成果を競

技成績や満足度という多次元で捉えたさまざまな先行

研究を整理し直した。

第3に,目標による管理過程と組織要因や構成員の

意欲に関する諸文献や先行研究を活用した。

第4に,競技的スポーツ集団において,以上のよう

な組織理論を応用し,より高い組織成果を得るための

仮説的理論モデルの構築を試みた。

②調査実証研究

調査実証研究においては,構築した仮説的理論モデ

ル及び仮説を設定するために行った文献研究に基づい

て作成した質問紙により,競技的スポーツ集団のなか

でも,より意欲をもって活動に参加しているものと思

われる大学の競技クラブを対象に調査を行った。

分析については,どのような特定の要因が強い影響

関係なのかどうかを判断するために,相関分析を用い

るものである。そして,有意差検定(T検定)を用い

て,数値がどの程度確かなものであるのかを判断する

ものである。相関分析においては,特定の因果関係の

存在を示していない。しかし,本研究では,組織要因

が活動意欲に影響を及ぼし,そして,活動意欲が組織

成果に影響を及ぼし,さらに,目標による管理過程が

それらとの関係に影響を及ぼすという仮説をもとにし

ているため,順相関が存在するならば,影響を及ぼし

ていると判断するものである。

2)調査対象

調査の対象は,平成6年度東海国立大学体育大会バ

スケットボール競技に参加した,男子7チーム155名と

女子5チーム88名,バレーボール競技に参加した男子

8チーム167名と女子5チーム89名の合計499名であ

る。

回収率は,男子バスケットボール59.4%,女子バス

ケットボール89.8%,男子バレーボール56.9%,女子

バレーボール71.9%,合計69.5%である。

-

有効標本率は,男子バスケットボール96.7%,女子

バスケットボール98.7%,男子バレーボール97.9%,

女子バレーボール96.9%,合計97.6%である。

3)調査期間

調査期間は,平成6年6月から9月である。

4)調査の内容

調査の対象者に対して,本大会での活動内容と大会

へ向けての練習活動をもとに,個人特性,組織要因,

活動意欲,組織成果,目標による管理過程を調査した。

具体的な内容は,表1に示すとおりである。

表1 調査内容

Ⅲ。研究の理論的背景(文献研究)

1)競技的スポーツ集団の組織要因が

構成員の意欲に影響を及ぼす過程

従来,構成員の意欲に影響を及ぼす組織要因に関す

る,さまざまな研究が行われてきた。たとえば,リー

ダーシップの影響に関する研究4)や,仕事自体の性格

の影響に関する研究5)などである。そのなかで,今まで

の調査研究で,構成員の意欲に何らかの影響を及ぼし

ていることが,ある程度まで確かめられている5つの

要因を,歴史的順序に従って列挙すると次の通りであ

る。

第1は,組織における仕事意欲の研究の発端となっ

た,ウェスターン・エレクトロニック社のホーソン工

場での研究の際に注目されたインフォーマルグルー

プ6)である。第2は,メーヨーやレスリスバーガーらに

よって行われたホーソン研究の結果のひとつとして,

実験対象となった作業者の心理と仕事上の行動に大き

な影響を及ぼしたことによって注目された｡リーダー

シップ7)である。第3は,組織構成員の活動への意欲を
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高める作用をすると示唆した要因で,構成員が担当す

る職務それ自体の性格である活動自体の性格8)であ

る。第4は,競技的スポーツ集団の構成員に与える

フォーマルな有形な報酬の代表的なものとして捉えた

選手選抜制度9)10)である。第5は,現実の部門がもつさ

まざまな側面のうち,部門のリーダーを含めた組織の

構成員が,活動を遂行していくうえで相互作用をして

いる側面のみを捉えた,フォーマルな社会集団として

の要因11)である。

これらのことから,本研究では,これら5つの要因

のなかで,どのような要因が構成員の意欲を高めるた

めに強い影響を及ぼすのかを明らかにするものであ

る。

2)組織成果の概念整理

-より高い組織成果を認知するために一

組織成果とは,生産活動を営むために集合した人々

と協働する組織が有している能力を,目標に向けて統

合する結果として,組織としての何らかの成果がもた

らされたものである。現在までに行われてきた数々の

研究において,組織成果の概念は,研究の目的により

さまざまであった。そこで,組織成果の具体的なイン

ディヶ一タを明示する必要があるのではないかと考え

た。

パーソンズは,組織成果のさまざまな次元をAG I

L図式として,4つの機能要件がいかに達成されてい

るかによって評価されるとしている12)｡そして,このA

GIL図式は,組織成果を生産・能率性と組織維持と

に単純化できる13)。そこで,生産性･能率性(目標達成)

は組織レベルの成果として,組織維持(統合一維持)

は個人レベルの成果として捉えられる。したがって,

本研究では,競技成績と構成貝の満足は,競技的スポー

ツ集団における「内容型組織成果」として捉えること

ができる。

一方,組織における構成員の行動のプロセスを説明

するものとして,期待理論がある。この期待理論は,

経営学,行動科学の分野で展開されてきたモチベー

ション理論であり,組織成員の活動モチベーションが

生起するメカニズムを問題にする「プロセス論型モチ

ベーション理論」の中で,現在最も精緻なレベルにあ

るといわれている14)｡今日では,坂下が,これらをさら

に発展させた「組織論的期待モデル」を構築した。現

在では,これが最も完成された期待理論であるといえ

る。したがって,本研究では,この「組織論的期待モ

デル」を援用し,競技的スポーツ集団における「プロ

セス型組織成果」として捉えるものである。

3)競技的スポーツ集団の組織要因が構成員の意欲に

影響を及ぼす過程と組織成果の関係

バーナードは,組織の本質的要素は,人々が自分の

-

努力をその協働システムに提供しようとする,その意

欲にあると言っている15)｡そして,組織のエネルギーの

源は,人々の個人の努力であり,人が自分の努力を組

織に提供するのは,インセンティブ(誘因)のゆえで

ある。したがって,どんな種類の組織でも,十分なイ

ンセンティブを与えられるかどうかが,その組織の存

続をかけた最も強調させる活動となるのである。つま

り,このインセンティブとは,組織目標を達成するた

めの協働のための意欲を引き出す源泉となるものであ

る。そして,前述のような組織要因が活動への意欲に

影響を及ぼし,活動への意欲を高めるということは,

言い換えれば,組織が,協働のための意欲を引き出す

ためのインセンティブを与えたということになる。組

織にとっての目標は,常に組織成果を高めることであ

る。したがって,組織として協働のための意欲を引き

出すことは,組織成果を高めることに大いに影響を及

ぼすと考えられる。

4)目標による管理過程の概念整理

目標による管理とは,組織の構成員が各自の活動に

ついて具体的な達成目標を設定し,その実現に努力し,

その成果を自己評価することを通して組織の目標達成

に役立てるとともに,活動する人々を動機付けるシス

テムである16)。そして,そのねらいはの根本は,あくま

で個人の目標の達成を通しての組織目標の達成であ

る。こうした考え方は,ドラッカーが提唱した,(Man-

agement by objectives) MBO,目標によって管理を

行うということに由来する17)。この目標による管理は,

マネジメントサイクルの計画・実施・統制のプロセス

と同様に,3つのステップに分けられる。すなわち,

第1のステップは,構成員本人が自ら参画して目標を

定め,指導者もその能力などを考慮してそれを決定す

るという目標の設定への参画である。第2のステップ

は,定められた目標に向けて自己統制していく過程と

しての達成過程の統制である。第3のステップは,自

己評価をもとにして行われる指導者の評価から,次の

目標設定へのフイードバックヘとつなげるものとして

の達成結果の評価である。

以上のような目標設定への参画,達成過程の統制,

そして,達成結果の評価というプロセスを繰り返すこ

とで,人々の能力の伸長がはかれると考えるのである。

5)競技的スポーツ集団における高い組織成果を

得るための仮説的理論モデルの構築

競技的スポーツ集団という組織において,その構成

員の意欲に影響を及ぼすと考えられる組織要因は,心

理的メカニズムを通じて影響を及ぼすことが推察され

る。すでに,企業組織においては,組織要因が心理的

メカニズムを通じて仕事意欲に影響を及ぼす関係を検

証した研究なされている18)｡本研究においては,競技的
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スポーツ集団という組織における活動意欲への影響関

係を明らかにすることを目的のひとつとしている。し

たがって,構成員の意欲は,前述した5つの組織要因

のなかでどのような要因によって,心理的なメカニズ

ムを通じて影響を及ぼすのかを明らかにする必要があ

る。

そして,高められた構成員の意欲は,組織成果に影

響を及ぼすものと考えられる。したがって,組織成果

の概念規定を明らかにする必要性が出てくる｡そこで,

競技的スポーツ集団における組織成果を競技成績と構

成員の満足度で捉える内容型組織成果と,期待理論を

援用し満足を獲得するプロセスで捉えるプロセス型組

織成果との2つの概念で構成した。そして,この2つ

の概念を比較し,それらの妥当性を問うことで,より

高い組織成果の捉え方を模索する必要がある。

競技的スポーツ集団において,組織要因が心理的メ

カニズムを通じて構成員の意欲に影響を及ぼし,その

高められた構成員の意欲が,組織成果に影響を及ぼす

であろうという,一連の影響関係の過程に対して,指

導者やリーダーのより実践的でコントロール可能な戦

略的要因分析を行うことは,経営学的に有効なことで

あり,重要なことであると考えられる。そこで,指導

者やリーダーのコントロール可能な一般的戦略の手段

として,目標による管理過程をとりあげる。この目標

による管理過程を援用することは,組織における構成

員の協働のための意欲を引き出し,より高い組織成果

を追求するという点において価値あることであると考

えられる。

以上のことから,本研究の理論的枠組みとして,組

織要因,構成員の意欲,組織成果,目標による管理過

程の関係を図1の「仮説的理論モデル」に示した。ま

た,この「仮説的理論モデル」に基づいて,それぞれ

の要因の相互関係について,以下の仮説を設定し,望

ましい競技的スポーツ集団の運営指針を得ようとする

ものである。

<仮説D

構成員が活動をしていく上で,指導者のリーダー

シップを必要とする程度が高いほど,指導者のリー

ダーシップは,活動意欲を規定する要因となる。

<仮説2〉

構成員が,活動に対して達成感や成熟感を得て能力

を発揮したり,成長させたり,自律的に行動できるよ

うな活動であるならば,活動自体の性格は,活動意欲

を規定する強力な要因となる。

〈仮説3〉

構成員が,選手として選抜されるように,自らの能

力を向上させたり,そうすることにより,構成員の集

団における立場が向上し,さらに,他からの信頼や尊

図1 競技的スポーツ集団の組織成果を高める「仮設的理論モデル」
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敬の度合いが向上することによって,選手選抜制度は,

活動への意欲を規定する要因となる。

〈仮説4〉

所属集団の構成員が,その集団と強く同一化・一体

化し,全体として高い組織成果を目標として掲げ,さ

らに,所属集団に形成される雰囲気などの風土を高め

ることにより,所属集団は,活動意欲を規定する要因

となる。

<仮説5〉

インフォーマル・グループが所属集団に対して,敵

対的なノーム(基準リレール)をもたなければ,イン

フォーマルグループは,活動意欲を規定する要因とな

る。

〈仮説6〉

構成員の意欲的な活動は,高い満足感をもたらすと

予想されることから,スポーツ集団における構成員の

高い意欲と内容型組織成果の満足,あるいは,プロセ

ス型組織成果との間には,有意な関係が存在する。

〈仮説7〉

目標による管理過程の優れている集団は,活動意欲

とより直接的に構成員に働く組織要因との間の関係を

より強化する。また,目標による管理過程が優れてい

る集団は,活動意欲と組織成果の間の関係もより強化

する。

IV.研究結果の概要(調査実証研究)

本研究では,競技的スポーツ集団の組織要因が活動

意欲に影響を及ぼす過程,活動意欲が組織成果に影響

を及ぼす過程,さらに,目標による管理過程に関わる

意思決定が,それらの過程に及ぼす影響について考察

を進めてきた。

その結果,組織行動に関する理論を援用し構築され

た「仮説的理論モデル」が検証され,このモデルにし

たがって設定された仮説もほぼ実証されたといえる。

具体的には,以下に示す事実が明らかにされた。

そして,それらの関係を表したものが,表2と図2,

図3である。

1)競技的スポーツ集団の組織要因が活動意欲に影響

を及ぼす過程

①指導者のリーダーシップは,構成員が活動をして

いくうえで,それを必要とする程度が高いほど,活

動意欲を規定する要因となることが明らかにされ

た。とくに,活動意欲が高いほどこの影響関係はよ

り顕著である。

②活動自体の性格は,構成員が活動に対して達成感

や成熟感を得て能力を発揮したり,成長したり,自

律的な行動ができるような活動を促すほど,活動意

欲を規定する要因となることが明らかにされた。そ

して,活動自体の性格は,活動意欲の高低に関わら

ず規定する要因となっている。つまり,活動自体の

性格は,組織要因のなかでも活動意欲を高めるため

に,大変有効な要因である。

③選手選抜制度は,構成員が選手として選抜される

ように,自らの能力を向上させたりすることにより,

活動の意欲を規定する要因となることが明らかにさ

れた。さらに,選手選抜制度は,構成員が能力向上

表2 組織要因が活動意欲へ及ぼす影響の順位(数値が小さいほど影響力は大きい)
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図2 活動意欲が組織成果へ及ぼす影響関係(男女共)

男子における個人の意欲に及ぼす影響以外は,強い影響関係にある

男子は影響関係があるが,女子は影響関係がない

男女共に評価期待,同一化,自律性発揮において影響関係がある

男女共に達成期待と自律性維持感において影響関係がある

男子において強い影響関係がある

男女共に同一化,高目標・高業績追求において強い影響関係がある

男子において影響関係がある

図3 日標による管理過程が各過程に及ぼす影響関係
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をすることによる集団内における立場の向上や,信

頼や尊敬の度合いが向上することにより,活動意欲

を規定する要因となる。そして,男子において,選

手選抜制度は,活動意欲をその高低に関わらず,強

く規定している。女子において,選手選抜制度は,

活動意欲の商い集団を強く規定している。つまり,

選手選抜制度は,組織要因のなかでも活動意欲を高

めるために有効な要因である。

④所属集団は,その構成貝が集団と強く同一化・一

本化し,全体として高い組織成果を目標として掲げ

ることにより,活動意欲をその高低に関わらず規定

する要因となることが明らかにされた。さらに,所

属集団は,その集団に形成される雰囲気などの風土

を高めることにより,活動意欲をもっとも強く規定

する要因となることが明らかにされた。男子におけ

る所属集団は,活動意欲の高低に関わらずほぼ規定

している。そして,女子における所属集団は,活動

意欲の高い果団を強く規定している。

⑤インフォーマルグループは,所属集団に対して敵

対的なノーム(基準やルール)をもたなければ,活

動意欲を規定する要因となることがほぼ明らかにさ

れた。とくに,男子においては,活動意欲の高い集

団にインフォーマルグループが形成され,敵対的な

ノームが生まれていないため,強く規定していると

いえる。また,女子においては,インフォーマルグ

ループが形成されていないので,所属集団に対する

図4 競技的スポーツ集団における組織成果を高めるための「仮説的理論モデル」の総括図
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敵対的なノームが生まれないため,規定する要因と

ならないことが示唆される。

2)構成員の活動意欲が組織成果に影響を及ぼす過程

①構成員の意欲的な活動は,内容型組織成果のひと

つである高い競技成績を直接的にもたらす要因とは

ならないことが明らかにされた。つまり,一般的に

は,活動意欲が高ければ競技成績も高いものである

が,競技成績は,個人の資質や能力という要因に大

きく左右されることが多いので,意欲的な活動が必

ず高い競技成績をもたらすとはいえないことが示唆

される。

②構成員の意欲的な活動は,内容型組織成果のひと

つである満足との間に,有意な関係が存在すること

が明らかにされた。このことは,外的報酬である競

技成績ではあらわれない組織成果が,内的報酬とし

ての満足としてあらわれ,個人の資質や能力に応じた

満足感をもたらしているといえる｡そして,これらは,

個人の意欲・集団固有の意欲・全体の意欲それぞれ

に有意な関係が存在することも明らかにされた。

③構成員の意欲的な活動は,プロセス型組織成果の

プロセス得点との間に,有意な関係が存在すること

が明らかにされた。そして,個人の意欲・集団固有

の意欲・全体の意欲それぞれに有意な関係が存在す

ることも明らかにされた。

3)目標による管理過程に関わる意思決定が

それらの過程に及ぼす影響について

①目標による管理過程の優れている集団は,活動意

欲と指導者のリーダーシップとの間の関係を強化す

ることがほぼ明らかにされた。男子においては,目

標による管理過程が優れている集団ほど,指導者の

リーダーシップの必要性を感じなく,目標による管

理過程の低い集団ほど,指導者のリーダーシップの

必要性を感している。つまり,目標による管理過程

の優れている集団は,指導者のリーダーシップを代

替するといえる。女子においては,構成員が指導者

に依存する傾向にあるため,目標による管理過程の

優れている集団においても,指導者のりーダーシッ

プを必要としている。

②目標による管理過程の優れている集団は,活動意

欲と活動自体の性格との関係を強化することが明ら

かにされた。男子においては,目標による管理過程

の低い集団においても,活動意欲と活動自体の性格

の関係をより強化することが明らかにされた。

③目標による管理過程の優れている集団は,活動意

欲と選手選抜制度の関係を強化するということが明

らかにされた。男子においては,目標による管理過

程の低い集団においても,活動意欲と選手選抜制度

の関係をより強化することが明らかにされた。

-

④目標による管理過程の優れている集団は,活動意

欲と所属集団の関係を強化するということが明らか

にされた。 とくに,集団との同一化を図り,高い目

標を追求することについては,目標による管理過程

の低い集団においても,活動意欲との関係をより強

化することが明らかにされた。

⑤目標による管理過程の優れている集団は,活動意

欲とインフォーマルグループの関係を強化するとい

うことがほぼ明らかにされた。 とくに,男子におい

ては,インフォーマルグループが形成され,敵対的

なノームが生まれていないため,活動意欲との関係

を強化しているといえる。また,女子においては,

インフォーマルグループが形成されていないので,

所属集団に対する敵対的なノームが生まれない。そ

のために,活動意欲との関係を強化していないこと

が示唆される。

⑥目標による管理過程の優れている集団は,活動意

欲と内容型組織成果の競技成績との関係を直接的に

強化する要因ではないことが明らかにされた。つま

り,一般的には,活動意欲が高ければ競技成績も高

いものであり,目標による管理過程が優れている集

団ほど,その関係は強化されると考えられるが,競

技成績は,個人の資質や能力という要因に大きく左

右されることが多いので,活動意欲が必ず高い競技

成績をもたらすとはいえない。そして,目標による

管理過程は,その関係を間接的に強化することが示

唆される。

⑦目標による管理過程の優れている集団は,活動意

欲と内容型組織成果の満足との関係を強化すること

が明らかにされた。このことは,外的報酬である競

技成績ではあらわれない組織成果が,内的報酬とし

ての満足としてあらわれ,個人の資質や能力に応じ

た満足感をもたらしているといえる。そして,これ

らは,個人の意欲・集団固有の意欲・全体の意欲そ

れぞれの関係を強化することが明らかにされた。

⑧目標による管理過程の優れている集団は,活動意

欲とプロセス型組織成果のプロセス得点との関係を

強化することが明らかにされた。そして,個人の意

欲・集団固有の意欲・全体の意欲それぞれの関係を

強化することが明らかにされた。

V.結 論

本研究では,競技的スポーツ集団の組織成果を高め

るための具体的な方策を導くことを目的としている。

そのために,競技的スポーツ集団の組織要因が活動意・

欲に影響を及ぼす過程,構成員の活動意欲が組織成果

に影響を及ぼす過程,さらに,目標による管理過程に

関わる意思決定がそれらの過程に及ぼす影響につい

て,組織行動に理論に基づく行動分析により,解明す

ることを試みてきた。
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その結果,競技的スポーツ集団の構成員の行動は,

組織行動の理論に基づいて構築された「仮説的理論モ

デル」によって説明することができる。そして,競技

的スポーツ集団の組織要因は,活動意欲を高める要因

となることが明らかされた。また,高められた活動意

欲は,内容型組織成果の満足に直接的に影響を及ぼす

ことが明らかにされた。さらに,目標による管理過程

の優れている集団は,それらの関係をより強化するこ

とも明らかにされた。

そこで,これらの研究結果に基づいて,今後の競技

的スポーツ集団の在り方について考えてみる。

そして,これらの関係を表したものが,図4である。

1)競技的スポーツ集団の組織要因が

活動意欲に及ぼす影響

競技的スポーツ集団において,構成員の活動意欲を

高揚させるためには,活動が構成員に達成期待をもた

せるような,活動自体の魅力を感じさせる活動でなけ

ればならない。そして,集団との心理的な同一化を図

り,高い目標を掲げ追求していく集団作りを目指して

いくことが大切である。さらに,構成員の活動が高成

果であることにより得られる報酬の選手選抜制度が,

明確で且つ集団内で納得のいくものでなければならな

い。そのなかで,指導者のリーダーシップは,評価や

称賛を心掛けながら,構成員の適当な自律性を喚起さ

せていくことが重要である。また,女子における集団

内のインフォーマルグループについては,活動意欲を

高めるように配慮することが必要である。

2)構成員の活動意欲が組織成果に及ぼす影響

内容型組織成果として捉えた競技成績は,個人の資

質や能力に大きく左右されやすく,試合までの練習活

動などの過程をそのまま反映した結果としては,顕著

にあらわれないものである。そのため,競技成績とい

う結果のみにとらわれない組織成果の捉え方を心掛け

る必要がある。プロセス型組織成果は,試合までの練

習活動(努力から遂行),そして,活動からの内的･外

的報酬を通じて得られる満足をプロセス得点として,

活動を総合的に捉えているものである。そこで,プロ

セスで捉える組織成果は,より妥当な捉え方として推

進されるべきである。

3)目標による管理過程に関わる意思決定が

それらの過程に及ぼす影響

目標による管理過程の優れている集団は,活動意欲

を高揚させる影響力の強い「所属集団」や「活動自体

の性格」や「選手選抜制度」の関係を,より強化させ

る。つまり,目標による管理を正しく,そして,確実

に行うことは,継続的な活動意欲の喚起を促し,それ

に伴い,組織成果の向上を図るために有効である。ま

た,目標による管理過程の優れた集団は,指導者のりー

-

ダーシップを代替する傾向がある。そこで,指導者は,

構成員に直接的なりーダーシップを発揮するのではな

く,間接的な働きかけをすることを提唱することが必

要である。また,集団内のインフォーマルグループは,

性差により影響力が異なることを注意し,より活動意

欲の高揚を促すプラスの要因となるように配慮するこ

とが必要である。

目標による管理過程の優れている集団は,内容型組

織成果の高い満足やプロセス型組織成果の高いプロセ

ス得点を示した。これは,目標による管理の優れてい

る集団は,個人の能力や資質を十分に発揮することが

可能な集団ということである。つまり,目標による管

理を正しく,そして,確実に行うことは,単なる組織

成果の向上のみならず,充実した活動を行ううえで大

変重要なことである。

これらのことを留意して,今後の競技的スポーツ集

団における活動が,高い組織成果を得て,充実した活

動となり,人間としてふさわしい文化の一領域となり,

本来の人間性の回復や,生涯にわたるスポーツ活動へ

の参加につながる基礎作りとして,大きく貢献するこ

とを期待するものである。

VI.今後の研究課題

本研究では,競技的スポーツ集団のよりよい運営方

策を導くために,組織行動に関する理論を援用し,分

析や考察を進めてきた。しかし,調査を進めていくう

えで,それぞれの要因のインディヶ一タの信頼性をさ

らに検討する必要性を感じた。今後は,先行研究や文

献研究をより一層深め,それらを参考にし,より精緻

な研究を進め,さらに有効なインディヶ一タ開発のた

めの追求をする必要があると考えられる。
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